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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第74期
第３四半期
連結累計期間

第75期
第３四半期
連結累計期間

第74期

会計期間
自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年１月１日
至 平成24年９月30日

自 平成23年１月１日
至 平成23年12月31日

売上高 (千円) 921,673 2,339,074 1,792,113

経常損失（△） (千円) △368,143 △220,648 △316,313

四半期(当期)純損失（△） (千円) △368,693 △183,960 △348,476

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △985,559 17,201 △862,057

純資産額 (千円) ― 13,478,169 13,486,037

総資産額 (千円) ― 16,792,199 17,026,530

１株当たり四半期(当期)
純損失金額（△）

(円) △1.59 △0.67 △1.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 79.6 80.1 78.9

　

回次
第74期
第３四半期
連結会計期間

第75期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日

自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △1.15 △0.38

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第74期、第74期第３四半期連結累計期間及

び第75期第３四半期連結累計期間は１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、希薄化効果を有している

潜在株式がないため記載しておりません。

４．第74期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。　

（宿泊事業）

新規設立：株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント東京、株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺

会社分割（簡易新設分割）：株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント伊豆

（住宅等不動産開発事業）

吸収合併：南麻布二十一合同会社（存続会社）、パレロワイヤル原宿合同会社及びサンテラス62合同会

社（消滅会社）
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。　

　
２ 【経営上の重要な契約等】

リーガロイヤルホテル堺事業譲受について　

当社は、平成24年７月24日開催の取締役会において、当社の100％子会社である株式会社アゴーラ・ホテ

ルマネジメント堺をして、ブリヂストン・リーガ株式会社から、同社の運営するリーガロイヤルホテル堺の

事業を譲受けさせる事業譲渡契約について決議を行い、同日付けで事業譲渡契約を締結し、平成24年10月１

日に取引を完了しました。その主な内容は次の通りであります。　

　
(1)当該連結子会社の名称、住所及び代表者の氏名

①　名称　株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺

②　住所　大阪府堺市堺区戎島町四丁45番地の１

③　代表者の氏名　代表取締役浅生亜也

　
(2)当該事業の譲受け先の名称、住所、代表者の氏名、資本金の額及び事業の内容

①　名称　ブリヂストン・リーガ株式会社

②　住所　大阪府堺市堺区戎島町四丁45番地の１

③　代表者の氏名　代表取締役福田一夫

④　資本金の額　2,000百万円

⑤　事業の内容　ホテル経営

　
(3)当該事業の譲受けの内容

①　譲受け事業の内容

ブリヂストン・リーガ株式会社が営む事業の全部である、リーガロイヤルホテル堺（大阪府堺市）

のホテル事業

②　譲受け事業の資産、負債

事業譲渡の方法により譲受ける対象資産の取得にあたっては、平成24年10月１日（事業譲受期日）

時点における時価にて取得しております。

③　決済方法

決済方法は現金によります。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
（１）業績の状況

　
当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復旧・復興需要による下支え

があったものの、期末にかけ欧州金融危機の長期化等により世界経済の減速状態がやや強まるなど、依

然として先行き不透明な状況が続きました。

当社グループにおきましては、宿泊事業において、昨年来、守口ロイヤルパインズホテル（本年８月１

日「ホテル・アゴーラ大阪守口」としてリニューアルオープン）および浅草ビスタホテル（本年７月

27日「アゴーラ・プレイス浅草」としてリニューアルオープン）の取得等により大幅に事業を拡大し、

前年同四半期比で大幅な増収となりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は2,339百万円（前年同四半

期比153.8％増）と大幅に増加したものの、利益面では、一部宿泊事業所における改装工事による一部施

設の閉鎖の影響等により、営業損失が99百万円（前年同四半期は営業損失178百万円）となりました。ま

た、営業外費用に豪州の持分法適用関連会社における退職者向け住宅の開発遅れを要因とする投資損失

75百万円を計上したことにより、経常損失は220百万円（前年同四半期は経常損失368百万円）、特別利

益に既発新株予約権の一部消却に伴う戻入益等を計上したことにより、四半期純損失は183百万円（前

年同四半期は四半期純損失368百万円）となりました。

　
セグメント別の業績は以下のとおりです

　
①　宿泊事業

宿泊事業部門におきましては、前期に株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント大阪および株式会

社アゴーラ・ホスピタリティーズ、株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント野尻湖を連結子会社化

したことが寄与し、売上高は1,751百万円（前年同四半期比326.5％増）と大幅な増加となりました

が、利益面では震災の影響が一巡したことにより各宿泊施設の利用者数が回復基調にあるものの、一

部宿泊事業所において改装工事に伴い一部営業施設を一時的に休止した影響等により、営業損失が

73百万円（前年同四半期は営業損失93百万円）となりました。

②　住宅等不動産開発事業

住宅等不動産開発事業部門におきましては、引続き適宜適切な賃貸家賃の見直しによる入居率の

維持向上に努めた結果、震災後低迷した入居率は震災前とほぼ同水準にまで回復し、売上高は214百

万円（前年同四半期比4.9％増）となりましたが、借入金のリファイナンスに伴う一時費用の計上等

により、営業利益は80百万円（前年同四半期比18.7％減）となりました。

③　霊園事業

霊園事業部門におきましては、引き続き販売が順調に推移し売上高は339百万円（前年同四半期比

11.0％増）となり、営業利益は23百万円（前年同四半期比216.6％増）と、引続き利益を確保するこ

とができました。

④　証券投資事業

証券投資事業部門におきましては、当社が保有・運用する外貨建ての外国証券に係る、実現益及び

配当金・利息に加え、評価益が発生したことなどにより、営業利益は32百万円（前年同四半期は営業

損失29百万円）となりました。
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（２）財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、16,792百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べて12.3％減少し、8,240百万円となりました。これは、現金及び預

金が1,237百万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて10.8％増加し8,459百万円となりました。これは、投資有価証券

が792百万円、長期貸付金が41百万円増加したことなどによります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.4％減少し、3,314百万円とな

りました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べて68.9％減少し、1,032百万円となりました。これは、1年内返済予

定の長期借入金が2,377百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて916.4％増加し、2,281百万円となりました。これは、長期借入金

が1,858百万円増加したことなどによります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて0.1％減少し、13,478百万円

となりました。これは、利益剰余金が183百万円減少し、為替換算調整勘定が205百万円増加したことなど

によります。

　
（３）生産、受注及び販売の実績

　
当第３四半期連結累計期間において、販売の実績に著しい変動がありました。その内容については

「(1）業績の状況」に記載の通りです。　　　　　　
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,200,000,000

計 1,200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 274,158,934274,158,934
東京証券取引所（市
場第一部）

単元株式数　1,000株

計 274,158,934274,158,934― ―

(注)　提出日現在発行数には、平成24年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。  

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～平
成24年９月30日

― 274,158― 11,415,834― 5,105,960

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年６月30日)に基づく株主名簿による記載をし

ております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)　普
通株式158,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

273,456,000
273,456 ―

単元未満株式
普通株式　　　

544,934
― 1単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 274,158,934― ―

総株主の議決権 ― 273,456 ―

(注)１.「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が15,000株（議決権の数15個）含ま

れております。

　２.「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式764株が含まれております。

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　株式
会社アゴーラ・ホスピタリ
ティー・グループ

東京都港区虎ノ門五丁目
２番６号

158,000― 158,000 0.06

計 ― 158,000― 158,000 0.06

 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　　(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,593,416 355,469

売掛金 202,812 101,961

有価証券 309,281 269,476

貯蔵品 37,222 29,097

開発事業等支出金 6,910,599 7,074,673

繰延税金資産 12,959 17,251

その他 331,938 394,144

貸倒引当金 △4,070 △1,998

流動資産合計 9,394,159 8,240,075

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 310,162 301,522

車両運搬具（純額） 4,555 6,303

工具、器具及び備品（純額） 16,582 19,004

土地 1,555,520 1,555,520

住宅用賃貸不動産（純額） 4,771,304 4,743,276

有形固定資産合計 6,658,124 6,625,627

無形固定資産

借地権 5,000 5,000

商標権 226 206

ソフトウエア 1,962 19,286

電話加入権 364 364

無形固定資産合計 7,552 24,856

投資その他の資産

投資有価証券 520,399 1,313,239

長期貸付金 435,870 477,198

その他 14,823 22,388

貸倒引当金 △4,400 △4,200

投資その他の資産合計 966,693 1,808,626

固定資産合計 7,632,371 8,459,110

繰延資産 － 93,013

資産合計 17,026,530 16,792,199
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 145,048 117,839

1年内返済予定の長期借入金 ※1
 2,432,921 55,541

未払金 463,774 544,327

未払費用 30,746 52,076

未払法人税等 62,868 29,248

賞与引当金 12,407 7,149

ポイント引当金 8,771 6,962

事務所移転費用引当金 4,000 －

その他 155,514 219,622

流動負債合計 3,316,052 1,032,767

固定負債

長期借入金 148,471 2,006,483

退職給付引当金 2,979 3,064

長期預り保証金 33,301 230,725

繰延税金負債 1,587 934

その他 38,100 40,054

固定負債合計 224,440 2,281,262

負債合計 3,540,492 3,314,030

純資産の部

株主資本

資本金 11,415,834 11,415,834

資本剰余金 5,105,960 5,105,960

利益剰余金 △177,722 △361,682

自己株式 △11,990 △12,091

株主資本合計 16,332,081 16,148,020

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,462 911

為替換算調整勘定 △2,904,733 △2,699,383

その他の包括利益累計額合計 △2,902,271 △2,698,472

新株予約権 56,226 22,649

少数株主持分 － 5,971

純資産合計 13,486,037 13,478,169

負債純資産合計 17,026,530 16,792,199
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　　(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　　　【四半期連結損益計算書】
　　　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年９月30日)

売上高 921,673 2,339,074

売上原価 812,937 2,076,734

売上総利益 108,736 262,339

販売費及び一般管理費 287,632 361,497

営業損失（△） △178,895 △99,157

営業外収益

受取利息 686 730

受取配当金 159 173

為替差益 － 20,357

持分法による投資利益 1,407 －

消費税等免税益 － 27,437

匿名組合投資利益 － 1,327

その他 7,646 8,323

営業外収益合計 9,899 58,350

営業外費用

支払利息 32,453 40,187

為替差損 73,578 －

資金調達費用 － 62,677

持分法による投資損失 67,400 75,335

株式交付費 14,776 －

その他 10,937 1,640

営業外費用合計 199,146 179,840

経常損失（△） △368,143 △220,648

特別利益

受取補償金 － 2,814

新株予約権戻入益 476 47,952

投資有価証券売却益 － 8,177

固定資産売却益 11,653 －

負ののれん発生益 5,035 －

特別利益合計 17,166 58,944

特別損失

固定資産除却損 1,635 371

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 1,472 －

特別損失合計 3,107 371

税金等調整前四半期純損失（△） △354,084 △162,075

法人税、住民税及び事業税 14,609 28,813

法人税等調整額 － △4,291

法人税等合計 14,609 24,521

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △368,693 △186,597

少数株主損失（△） － △2,637

四半期純損失（△） △368,693 △183,960
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　　　【四半期連結包括利益計算書】
　　　　【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △368,693 △186,597

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,234 △1,551

為替換算調整勘定 △615,631 205,350

その他の包括利益合計 △616,865 203,798

四半期包括利益 △985,559 17,201

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △985,559 19,838

少数株主に係る四半期包括利益 － △2,637
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント東京を連結の範囲に

含めております。

第２四半期連結会計期間より、新たに分割設立した株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント伊豆を連結の範

囲に含めております。

当第３四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社アゴーラ・ホテルマネジメント堺を連結の範囲に

含めております。

また、パレロワイヤル原宿合同会社及びサンテラス62合同会社を連結の範囲から除外しております。これは南

麻布二十一合同会社を存続会社として合併したためであります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

　
【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

※１　財務制限条項
　一年内返済予定の長期借入金2,425,260千円につ
いて財務制限条項が付されており、下記の条項に抵
触した場合には、当該債務について期限の利益を喪
失する可能性があります。
(1)各年度の第２四半期・本決算期末の連結貸借　
対照表における負債比率が1.25：1以上になった場
合。
(2)各年度の第２四半期・本決算期末の連結貸借対
照表における株主資本が150億円を下回った場合。

 
――――――――――

 
 

　(注)当社グループは、既存借入が満期を迎えることからリファイナンスを行っており、リファイナンス後の借入金に関

し、当社グループの財務活動に重大な影響を及ぼす財務制限条項は付されておりません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

減価償却費 53,908千円 57,817千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 410,634204,657306,382 ― 921,673 ― 921,673

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 410,634204,657306,382 ― 921,673 ― 921,673

セグメント利益又は損失
（△）

△93,40598,8227,483△29,201△16,301△162,594△178,895

(注)１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△162,594千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２宿泊事業

住宅等不動
産開発事業

霊園事業
証券投資
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,751,519214,737339,96332,8542,339,074― 2,339,074

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 1,751,519214,737339,96332,8542,339,074― 2,339,074

セグメント利益又は損失
（△）

△73,20980,33823,69032,85463,674△162,832△99,157

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△162,832千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額(△) △1円59銭 △0円67銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純損失金額(△)(千円) △368,693 △183,960

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △368,693 △183,960

    普通株式の期中平均株式数(千株) 231,465 274,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

　
　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月14日

株式会社アゴーラ・ホスピタリティー・グループ

取締役会  御中

　

ＫＤＡ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    関本　　　　享 　 印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    園田　　　光基    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アゴーラ・ホスピタリティー・グループの平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度
の第３四半期連結会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平
成24年１月１日から平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四
半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アゴーラ・ホスピタリティー・グ
ループ及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期
間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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